
 

市立保育所の規模・配置に関する計画（素案）概要 

 

１【保育所の在り方検討委員会からの提言概要】 
ア 入所児童数の動向 ０歳～２歳児増加、３歳～５歳児減少 ⇒ ◎低年齢児の保育需要に対応するため歳児別定員の見直しが必要 
イ 施設状況         赤岩保育所以外は築３０年以上        ⇒ ◎将来的に改築等施設整備が必要 
ウ 市立保育所に求められるもの                            ⇒ ◎子育て支援センターを中心に子育て支援事業の取組の強化が必要 

⇒ ◎障害児や要支援児童の積極的な受け入れや病児・病後児保育など民間 
では取り組むことが難しい特別保育事業の実施 

⇒ ◎産休明け保育、延長保育などの拡充 
エ 全市的な定員の見直し                                  ⇒ ◎民間保育所の運営を勘案し、市立保育所が定員の調整を行うとともに 

統廃合を視野に入れた検討が必要 
⇒ ◎検討に当たっては、①入所率が低い、②施設が老朽化している、 

③地域に他の保育所がある、ことを考慮する必要がある 
 

２ 【計画（素案）概要と年次計画表】 

 ア 市立保育所の定員の見直し 

 イ 長橋保育所及び最上保育所の廃止検討 

 ウ 銭函保育所の建て替えと子育て支援センターの併設 

 エ 奥沢保育所の建て替えと産休明け保育及び延長保育の実施 

 

 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

奥沢保育所  
定員見直し 
３・４・５歳→減 

   改 築 
産 休 明 け ・ 

延長保育実施 
 

銭函保育所  
定員見直し 
０歳→増 

３・４・５歳→減 
 改 築 

子育て支援 

センター開設 
   

手宮保育所  
定員見直し 
０歳→増 

３・４・５歳→減 
  

再 見 直 し 

方向性決定 
   

赤岩保育所  
定員見直し 
０歳→増 

３・４・５歳→減 
      

長橋保育所  
定員見直し 
３・４・５歳→減 

廃 止 

(年度末) 

 
    

最上保育所  
定員見直し 
３・４・５歳→減 

  
 

 
 

 ３ 年 間 の 間 に 廃 止 


